
海士町女性挑戦者育成プロジェクト 【海士町】

少子高齢化による産業の衰退している海士町では、新しい産業や
雇用を生み出すことが必要である。そのためには女性も重要な生
産人口として自ら認識し、活躍していくことが求められる。
町には女性が起業スキルを学べる環境はなく、ロールモデルもい
ない。そのため起業に関して関心が少なく、ハードルが高い。社会
で活躍する自信のない女性も多い。

地域の実情と課題

①AMAホールディングス株式会社
事業業務委託
事業の全体の統括

②隠岐國商工会
参加者起業後のサポート

連携団体

潜在的な起業家志向を持つ女性たちが実際に起業に踏み出せる
よう、具体的な支援体制を整備することが重要である。今後は、ビ
ジネスプラン作成講座や、資金調達支援、ネットワーキングイベン
トなどの具体的なプログラムを提供することが求められる。

今後の課題

学習コミュニティー、相談支援、フォーラムに島の女性のべ124人
が参加し、R6年度は2人起業するに至ったこと。
また、セミナーの実施、相談窓口や伴走ができる実施体制を整え
たことにより、地域での女性起業家が増える可能性が高まったと
考えられる。

事業の効果

①女性活躍に関するセミナー等の実施・相談窓口の常駐化
令和６年度の目標値は１００％であったが、報告時においてセミナーの実
施、相談窓口を常駐化できる体制が整った為、目標の達成となった。
②起業家に占める女性の割合
令和１０年度末までに３０％を育成目標に。
R6年度の起業者の３名うち女性が２名で割合は67％であることから目標
の30%を達成できた。

目的・目標

いきなり起業というステップは島の女性にはハードルが高いため
①起業のハードルをさげるための学習コミュニティー
②気軽に相談できる相談員の配置
③ロールモデルとの出会えるフォーラムの実施
上記を経て女性の自信を取り戻し、起業のハードルを下げることを
特徴とした事業を実施した。

事業の特徴

個別事業費 5,000 千円

交付金額 3,375 千円

事業番号 1



事業の概要

〇事業① LEAD-MYSELF Forum
（LMF2024）
〇目的

女性起業家との接点を持つことで、い
ろいろな生き方を知り、参加者のワー
クライフバランスを考えるきっかけとす
る。

〇事業② 自分塾
〇目的

いきなり企業というステップは島の女
性には適さないため、この事業では女
性に自信を取り戻し、起業のハードル
を下げるのが目的

〇事業③ なんでも相談室
〇目的

日ごろからやってみたいことを気軽
に相談できる環境を整える


	スライド番号 1
	スライド番号 2

